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安心して子育てｶﾄﾞでき老いても隙がいがあっても自分らしく暮らすことができるコミュニティーの創造

蝿１１『 あ
っ
と
言
う
間
に
、
当
ネ
ッ

ト
ワ
１
ク
第
四
回
全
国
大
会
、

新
潟
２
０
１
３
も
、
お
よ
そ
４
ヵ

月
後
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会
員
の
皆
様
が
、

相
互
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分
か
ち

合
え
る
最
も
大
切
な
場
で
あ
る

実
践
交
流
会
。
よ
り
素
晴
し
い

も
の
に
で
き
な
い
か
と
地
元
実

行
委
員
会
で
は
１
年
半
以
上
に

わ
た
り
話
し
合
い
、
準
備
し
て

参
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
テ
１
マ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
時
の
変
化
に
対
応
し
、

理
事
会
に
お
き
ま
し
て
幾
つ
か

の
テ
ー
マ
が
改
新
さ
れ
、
今
大

会
の
、
テ
ー
マ
は
（
表
１
）
の
よ

実
践
交
流
会
、
新
潟
２
０
１
３

沢
山
の
皆
様
の
ご
発
表
と
発
言
・
提
案
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

７
１

鱗11『
i1lli

月
月
■
０
■
０
凸
」

新
潟
大
会
実
践
交
流
会
担
当
理
事
う
ぉ
い
ま
調
剤
グ
ル
ー
プ
金
井
秀
樹

、＿三

う
に
な
り
ま
す
。
発
表
時
間
も

、
分
と
少
し
長
く
い
た
し
ま
し

た
。
是
非
じ
っ
く
り
実
践
内
容

を
発
表
・
報
告
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
潟
で
は
、
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
ポ
ス
タ
ー
発
表
＆

テ
ー
》
フ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

と
、
さ
ら
に
別
一
項
紹
介
の
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
の
ケ
ア
☆
カ

フ
ェ
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に

そ
の
場
で
「
問
い
！
」
や
「
提

案
！
」
を
掲
示
し
て
頂
き
、
仲
間

と
じ
っ
く
り
話
し
合
っ
た
り
、

仲
間
か
ら
解
決
策
や
情
報
を
い

た
だ
け
る
場
を
設
け
た
り
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
も
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
お
出
で
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
全
員
の
「
居

場
所
」
一
芒
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
、
演
者
の
皆

様
に
は
、
座
長
と
の
間
で
事
前

に
や
り
取
り
を
し
て
い
た
だ
き
、

当
日
に
一
定
の
方
向
を
目
指
し

灘

て
、
報
告
や
話
し
合
い
が
で
き
る

よ
う
に
座
長
の
皆
様
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
取
り
組
み

も
含
め
、
新
潟
に
い
ら
し
た
皆

様
が
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ

ま
す
よ
う
実
行
委
員
一
同
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。皆
様
！
是
非
、
こ
の
１
年
間

の
沢
山
の
実
践
を
、
こ
こ
ぞ
と

ば
か
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ

て
発
表
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。刀忽

￣も
、＿〆

鶏

ｗ瓜卜･
ｈＷ

ｉ増

(表'）【実践交流会新潟大会１０のテーマ｝

③１ケアマネジメント①ｌ緩和ケアと看取り

②ｌ在宅生活の継続（住宅と独居)｜⑦｜口腔ケアと栄養管理 実践交流会への発表と発言･提案につい

て祥しくは、冊子｢参加蕪録・iiii題募典
嬰Jin」をご鼬ください。大会ホームページ

から投稿できまれ

○大会事務局（問合せ先〉
TEL,O25788-O880

E-mail:zaitakullet2013、moegienjl〕
○大会ホームページ内

オンライン演願晉塁先（UM1N）

ｈｔ[pWhomecansniigata2013geoJp／

③１認知症③｜訪問＆適所サービス

の｜小児と子育て支援 ⑨１薬と生活

⑤｜多職種情報共有 ⑩１地域包括ケアシステム

【朱鷺メッセ、メインホール＆国際会議場】ではこんな居場所も創る予定です｜

①ポスター発表＆テーブルディスカッション
②ワールド･ケア☆カフェ
③対話、提案、情報収集・交換の場

① 緩和ケアと看取り ⑥ ケアマネジメント

② 在宅生活の継続(住宅と独居） ⑦ 口腔ケアと栄養管理

③ 訪問＆適所サービス ③ 認知症

④ 小児と子育て支援 ⑨ 薬と牛活

⑤ 多職種情報共有 ⑩ 地域包括ケアシステム
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第１９回全国の集いｉｎ新潟２０１３当ﾈｯﾄﾜｰｸにおいては､毎年の「全国の集い｣で｢理事
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、 !;､､雪§は

じ
め
に
全
国
の
災
い
は
、

在
宅
ケ
ア
の
実
践
の
質
向
上
め
ざ

す
研
修
交
流
の
場
で
あ
り
、
理
事

会
企
画
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
蛎
会
の
責

任
の
下
、
在
宅
ケ
ア
の
こ
れ
か
ら

の
課
題
を
提
言
す
る
場
で
す
。
い

ま
在
宅
ケ
ア
は
、
ケ
ア
を
受
け
る

方
と
家
族
の
思
い
を
大
切
に
し

て
、
生
命
は
医
療
の
、
生
活
は
介

縦
の
、
多
峨
種
ス
タ
ッ
フ
が
連
携

し
な
が
ら
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ

の
多
職
種
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
医
療
・

介
謹
の
専
門
職
だ
け
で
な
く
、
在
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認
知
症
ケ
ア
の
ゆ
く
一
え

～
認
知
症
の
人
を
地
域
・

多
聯
塞
怪
で
支
え
る
た
め
に
～

司
会

医
癖
落
人
甦
笈
会
め
ぐ
み
の
家

申
順
幽
久
矩

イスの司
／￣､

SY0VO机あり

ＮＰＯ総会ＤＢ：ｈＹＯ

＜]哩頭会作画＞０９：【010

BZUm症ケアのゆくえ

～鯉知症の人を地

壇・多虚涜で支え
るために～

［司会】
中鴎久矩

(IHfM法人摩ﾐ会
めぐみの鎌専務）

し ‘
【連調講演】

勝又浜子
(IF【生労鰯省老健ＩＨＩ間
nｹIlf劃H尿認知鎚・リハ
IiilMi止klj壷鰐埜霊長

宅
ケ
ア
を
支
え
る
福
祉
行
政
、
生

協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
団
体
や
地
域

の
生
活
の
場
で
支
え
る
一
人
ひ
と

り
の
市
民
す
べ
て
を
含
み
ま
す
。

さ
て
、
２
０
１
２
年
鮨
歳
以
上

の
高
齢
者
数
が
３
０
０
０
万
人
を

超
え
、
内
３
０
５
万
人
ｎ
人
に

１
人
が
認
知
症
の
時
代
を
迎
え
ま

し
た
。
認
知
症
と
は
「
い
っ
た
ん

正
常
に
発
達
し
た
知
的
機
能
が
、

少
し
ず
つ
低
下
し
て
社
会
生
活
に

支
障
を
き
た
す
よ
う
な
状
態
」
を

言
い
ま
す
。
医
学
的
に
は
、
そ
の

も
と
と
な
る
病
気
は
約
刀
種
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
認
知
症
の

状
態
は
、
主
に
物
忘
れ
や
判
断
力

低
下
等
の
認
知
機
能
障
害
と
不
安

や
幻
覚
等
の
行
動
・
心
理
症
状

（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の

状
態
は
、
長
期
に
わ
た
り
、
認
知

症
の
人
の
生
活
を
支
え
る
の
は

介
誠
の
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
３
０
５
万
人
の
う
ち
在
宅
介
護

１
４
９
万
人
居
住
系
介
護
羽
万
人

介
謹
施
設
四
万
人
医
療
機
関
羽
万

[シンボジスト］
岡崎和佳子
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通矢純一郎
(桜祈酊アーパン

クリニック院瞳

Ａ 苛原実
(ＮＰＯ法人在宅ケブ
を支える諺掴所・ili
厘全、ネットワーク
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人
）
「
専
門
性
の
高
い
聯
翻
ほ
ど

認
知
症
老
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
下
手
な
人
が
多
い
。
認

知
症
老
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
上
手
い
人
は
認
知
症
に

な
り
に
く
い
。
認
知
症
ケ
ア
の
ポ

イ
ン
ト
は
認
知
症
老
人
の
生
活
の

中
に
あ
る
崖
と
い
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
２
０
１
３
年
厚
生

労
働
省
は
、
認
知
症
施
策
推
進

５
ヵ
年
計
画
（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

〆 、
薗婆ｉＬ虜言i訂M1＞l■HOlO２

日
目

会
場
亜
ホ
テ
ル
日
航
新
潟

「
朱
鷺
」

Ｂ
時
～
遁
時
犯
分

地
域
を
再
生
・
共
創
す
る

我
々
は
地
域
と
共
に
あ
る
、

～
地
灘
か
変
わ
れ
は
我
々
も

変
わ
る
～

特
定
医
瀝
法
人
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

鵜
沼
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク長
細
伸
幸

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
カ
ン
ド
リ
ー
グ
埼
玉

桑
原
田
次

地域を再生・共創

する

~我々はMhli1と共に
ある、jUlkｶﾞﾉﾛ璽われ
ば認々も変わる~

【座長】
長繩伸宰

(lWiiIl中央
クリニソク腕艮）

【シンポジスト］
鯛整中

し ゴ

胃
」

平
成
６
年
、
在
宅
医
療
に
関

わ
っ
て
い
た
診
療
所
の
医
師
た
ち

に
よ
る
「
国
民
の
ニ
ー
ズ
は
在
宅

医
療
に
あ
り
、
近
い
将
来
必
ず
在

宅
ケ
ア
が
重
要
視
さ
れ
る
」
と
の

呼
び
か
け
か
ら
、
「
在
宅
ケ
ア
を

支
え
る
診
療
所
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
東
京
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
黒
岩
卓
夫
会
長
（
新
潟
大

会
長
・
現
名
誉
会
長
）
を
中
心
に

診
療
所
を
基
盤
と
し
た
多
職
種
協

仙
に
よ
る
在
宅
ケ
ア
活
動
が
全
国

規
模
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

ン
）
を
発
表
し
、
認
知
症
の
人
が

出
来
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
、
地

域
の
認
知
症
支
援
づ
く
り
を
は

じ
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
の
認
知
症
ケ
ア
の
取
り
組

み
が
、
私
た
ち
の
在
宅
ケ
ア
の

真
価
を
問
い
、
「
私
た
ち
が
認
知

症
に
な
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い

街
づ
く
り
・
社
会
づ
く
り
」
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

－
１

Ⅷ滝
足一二

158gIO

成
脚
年
に
は
、
地
域
市
民
と
の
協

勵
活
動
を
め
ざ
し
た
「
Ｎ
Ｐ
ｏ

法
人
、
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療

所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
進
化
さ
せ
、
地
域
社
会
と
の
関

わ
り
を
強
く
意
識
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
や
が
て
、
団
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５

年
（
平
成
町
年
）
に
向
け
た
国
家

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
地
域
包
括
ケ

ァ
シ
ス
テ
ム
」
構
想
が
公
表
さ
れ
、

２
０
１
３
年
（
平
成
巧
年
）
よ
り

本
格
的
に
地
域
自
治
体
の
資
任
の

も
と
で
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

こ
そ
、
私
ど
も
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
時
代
の
流
れ
に
先
ん
じ
て
市
民

と
と
も
に
多
職
種
協
働
で
取
り
組

ん
で
き
た
自
助
・
互
助
・
共
助
・

公
助
か
ら
な
る
究
極
的
地
域
社
会

像
そ
の
も
の
で
あ
る
と
私
は
確
信

し
て
い
ま
す
。
昨
年
（
２
０
１
２

年
）
の
「
第
旧
回
全
国
の
集
い
、

高
知
」
で
は
理
事
会
企
画
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
今
ま
で
の
活
動
を
総

括
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後
の

主
な
事
業
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア

の
更
な
る
先
進
的
取
組
み
を
進
め

る
鯛
を
確
認
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、

新
潟
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し

て
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
が
大
会
長
に

よ
り
複
数
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
大
会
の
理
事
会
企

画
は
、
求
め
ら
れ
る
地
域
の
あ
り

方
や
関
わ
り
方
を
根
本
的
に
考
え

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
在
宅
医
療
・

在
宅
ケ
ア
が
地
域
に
必
然
的
に
融

合
・
進
展
し
て
い
く
に
は
命
日
臼
弄

シ
、
の
‐
三
ｍ
ヨ
コ
ロ
８
）
地
域
や
市

民
が
ど
う
す
べ
き
か
（
自
助
・
互

助
）
、
行
政
は
地
域
を
ど
の
よ
う

に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
べ
き
か

（
自
治
体
は
地
域
を
経
営
す
る
視

点
で
叩
田
中
滋
慶
応
大
学
教
授
）

な
ど
の
視
点
で
論
じ
た
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
、
近
年
の
経
済
社
会

事
情
か
ら
地
域
そ
の
も
の
が
疲
弊

し
て
い
ま
す
。

家
族
関
係
の
崩
壊
、
子
供
の
虐

待
、
い
じ
め
・
不
登
校
・
退
学
、

無
気
力
・
閉
じ
こ
も
り
・
鯵
・
自

殺
、
ニ
ー
ト
・
パ
ラ
サ
イ
ト
、
貧
困
・

生
活
保
護
、
孤
独
死
な
ど
の
社
会

的
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
ら
な
い
限

り
、
私
ど
も
が
め
ざ
す
在
宅
医
療
・

在
宅
ケ
ア
の
飛
躍
的
な
普
及
は
望

め
ま
せ
ん
。
こ
の
社
会
的
負
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
に
は
周
産
・
乳
幼

児
期
か
ら
終
末
期
に
至
る
全
員
が

そ
の
年
代
に
応
じ
た
役
剛
を
果
た

そ
う
と
す
る
意
識
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
世
の
中
に
は
、
。
方
的
に

、＿〆

支
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
」
三

方
的
に
支
え
ら
れ
る
べ
き
人
」
も

い
ま
せ
ん
。
人
は
ど
の
よ
う
な
状

況
下
で
も
社
会
に
果
た
す
べ
き
役

割
が
あ
り
、
ま
た
、
時
に
は
人
の

支
え
が
必
要
な
の
で
す
。
人
間
の

本
性
は
、
肌
を
ふ
れ
あ
い
。
群
れ

を
な
し
て
生
き
て
い
く
四
足
動
物

な
の
で
す
。
こ
の
様
な
人
の
原
点

に
翻
っ
た
「
と
も
に
支
え
合
う
群

れ
社
会
」
を
皆
様
と
と
も
に
再
生
・

共
創
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
人

が
暮
ら
し
て
い
く
地
域
が
変
わ
れ

ば
、
我
々
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

メ
ン
バ
ー
や
地
域
の
医
療
・
介
誕
・

行
政
も
さ
ら
に
変
わ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

オ
ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
・
フ
ァ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
代
表
で
、
立
命

館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
お
よ
び

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・

ロ
ン
ド
ン
の
客
員
教
授
で
も
あ

る
日
下
部
元
雄
様
の
基
調
講
演

後
、
自
治
体
代
表
者
、
「
人
と

つ
な
が
る
！
地
域
と
つ
な
が

る
！
地
域
活
動
を
応
援
し
ま

す
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
カ
ン
ド
リ
ー

グ
埼
玉
代
表
者
お
よ
び
私
ど
も

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
太
田
秀

樹
理
事
を
交
え
て
本
音
で
夢
を

語
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１３:0０

1５８３０

<理頚会rP函＞

地域を再生・共息
する

~我々はMhli1と共に
ある、jUlkｶﾞﾉﾛ璽わ刺
は認々も変わる~

【座長】
長繩伸宰

(lWiiIl8Ij央
クリニック腕艮）

【シンポジスト】
鯛麹中
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～亀国の集い、初の企画です～

ワールド・ケア☆カフェ開催
全国の集いｉｎ新潟２０１３朱鷺メッセメイン会場にて開催

一言ノ吃茂ｊ左Ｚ lノｊ爆窯レノ塗Zlノノリ肋y訂つきﾉ左Zlノ

藷してZtﾉ壷ＬＩノ舌/Zj葱ﾉﾋﾞｺﾞｱﾊﾞ簾ﾋﾞﾗﾉj噸聞とじっくり話し

新潟では、ワールドカフェ形式のケア☆カフェも開催いたします。

仲間とゆっくり情報の交換できる場を設けてもいいのではないかと計画いたしました。

新潟にお出でいただきました皆様の「居場所］の－つと考えております。

是非、奮ってご参加下さい。

／~、

から参加申し込みは、大会ホームページ

入り、ワールド・ケア☆カフェ参加

http://homecare-niiRata2013､Reojp／

ケア☆カフェ参加者募集をクリックしてください。

クリックして頂きますと、参加申し込みのページに入ります。

※先着５０名となりますので、定員になり次第締め切りとなりますことをご容赦下さいませ。

【ワールド☆カフェについて）

ワールド・カフェはアメリカのマーガレット・」・ウィートリーとデイビッド・アイザックスによって

1995年に提唱されました。カフェ的な雰囲気の中で、ディスカッション（討議・討論）ではなく、ダイ

アログ（対話。会話）によって、信頼できる多様な仲間と集合的な知恵を見出していこうという手法の－
つです。

この二人の提唱者によれば､実は屋外でフォーマルな会議をする予定でした。雨が降りそうだったため、

急迩､リビングを会議室に仕立てました。全員揃うまでの間当然､夫々のテーブルに座っていたメンバー

は会話をしていました。そこで、フォーマルな堅苦しい会議と違い、カフェ的な雰囲気のほうが素晴しい
アイディアや知恵が出るということに気づいたのです｡そして､そのまま対話を続けたということからワー

ルド・カフェは端を発しています。

続いて、他のテーブルではどんな対話がされているのか知りたいということから、途中でテーブルの－

人がホストとして残り、他の全員が入れ替わるという手法もここで生まれました。

偶然の産物だった訳です。新潟の大会実行委員会でも「いつ、だれに、どこで看取られたいか！」とい

う「問い！」でワールド・カフェを開催いたしました。時間も忘れ、実に活発な対話が続き、参加者の殆

どが満たされた時間を過ごすことができました。そして「自分の死と死に方､死に場所｣を考える良いきっ

かけとなったようです。

〆￣、

是非皆さんも新潟で体験してみてください｜

ご応募を心よりお待ちしております！

新潟大会実践交流会担当理歌

うおいま調剤ｸﾞﾙｰﾌﾟ金井秀樹

参蹄lxl1Il8ワールド・カフェ「カフェ的会搬がﾙﾓ来遊Ⅱﾘ愚

アニータ・ブラウン＆デイビッド・アイザックス醤

(㈱ヒューマンバリュー発行
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現
在
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

に
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

「
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・

市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全

国
大
会
実
践
交
流
会
」
の
、

報
告
集
や
抄
録
集
を
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
作
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

化
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
去

に
行
わ
れ
た
大
会
の
実
践
交
流

会
の
演
題
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
対
象
者
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
員
の
み
で
す
が
、

一
部
の
内
容
は
非
会
員
の
方
で

も
閲
覧
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
ま
す
。

現
在
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

い
る
大
会
の
内
容
と
し
ま
し
て

は
、
第
叫
回
京
都
大
会
と
第
巧

回
群
馬
大
会
は
「
抄
録
集
』
よ
り
、

第
岨
回
名
古
屋
大
会
以
降
は
「
報

告
集
』
よ
り
、
実
践
交
流
会
演

題
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
峨
い
た

し
ま
す
。 在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
。
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
国
十
八
会
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
作
成
中

ﾛ｣4｣ｕ

Ｌｐ 本
年
度
以
降
に
開
催
さ
れ
る
大

会
の
演
題
も
毎
年
追
加
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
後
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
公
開
予
定

で
す
。

な
お
、
検
索
機
能
等
も
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
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具
体
的
な
検
索
内
容
と
い
た

し
ま
し
て
、

１
各
大
会
（
第
○
回
）

２
実
践
交
流
会
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
別

３
実
践
交
流
会
発
表
の
タ
イ

ト
ル
内
フ
リ
ー
ワ
ー
ド

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
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ハ宝芭打

画
像
は
開
発
中
の
も
の
で
す

が
、
初
期
画
面
【
画
像
上
］
か

ら
検
索
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

演
題
内
容
を
絞
り
込
ん
で
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
［
画
像

下
］
。公
開
は
、
今
年
夏
頃
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
詳
細
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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NPO在宅ｹｱを支える診療所,市民全国ﾈｯﾄﾜｰｸ蝋関紙風のilXj2013年(平成25)５月30日発行(第022号） －６－

azine切りMailMag

今回は「風の萌」より会員紹介のコラムの201ａ３～４月号を褐llitいたしました。

この記事は毎月メールマガジンの記事として皆様に配布されている記事の転載版です。（スタイル等は

－部変更しています｡）メールマガジンでの配信はもちろん「多くの人に｣、｢迅速な｣､配信が目的で､メー

ルの特徴を発揮出来るものですが、現実としてメール配信されている数は「多くの人に」というにはまだ

まだ充実を計る必要があります。

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

在
宅
緩
和
ケ
ア
普
及
の
た
め
の
旧
年
間
の
取
り
組
み

医
療
法
人
在
和
会
立
川
在
宅
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
井
尾
和
雄

２
０
０
０
年
２
月
に
在
宅
緩
和
清
取
っ
て
き
た
．
開
業
し
た
２
カ

ケ
ア
専
門
の
診
療
所
を
医
師
一
月
後
に
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し

人
、
電
話
番
一
人
、
車
一
台
で
開
て
い
る
。
介
護
保
険
の
こ
と
を
勉

業
し
て
巴
年
が
経
過
し
た
。
東
京
強
す
る
た
め
２
回
目
の
ケ
ァ
マ
ネ

郷
立
川
市
を
中
心
に
近
隣
ｕ
市
の
国
家
試
験
を
受
け
て
み
た
入
ま

町
、
人
口
約
２
０
０
万
人
の
地
域
ぐ
れ
で
受
か
っ
た
が
更
新
は
し
て

を
訪
問
し
て
い
る
。
現
在
は
常
勤
い
な
い
。
）
訪
問
看
護
を
開
業
す

医
３
人
、
非
常
勤
医
１
人
、
訪
問
ろ
事
業
所
も
増
え
て
き
た
時
期
で

看
護
２
人
、
事
務
６
人
体
制
で
あ
あ
っ
た
。
当
初
か
ら
在
宅
療
養
に

る
。
連
秘
し
て
き
た
訪
川
蒋
謎
は
は
医
療
、
講
議
、
介
議
の
辿
挑
が

釦
ヶ
所
以
上
、
介
護
事
漿
所
印
・
刀
必
要
で
あ
る
と
感
じ
撒
々
な
取
り

所
以
上
、
樵
宅
に
取
り
組
む
調
剤
組
み
を
始
め
た
。
顔
の
見
え
る
多

薬
局
も
増
加
し
て
い
る
。
皆
ざ
ん
職
種
連
携
「
多
摩
在
宅
ケ
ァ
ネ
ッ

に
支
え
ら
れ
て
２
０
０
０
人
を
超
ト
ワ
ー
ク
」
、
在
宅
療
雄
情
報
発

え
る
患
詩
さ
ん
を
自
宅
・
施
設
で
傭
サ
イ
ト
「
在
宅
ケ
ア
・
８
日
」
、

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス
２
０
１
３
．
ｓ

凹
鐘

丹．三三`~弓-~...～．･･ペノ

瞥謬

／￣、

団塊世代
－こ￣卍

塞鑿

地
域
医
搬
者
の
緩

和
ケ
ア
教
育
「
多

臓
緩
和
ケ
ア
実
践

塾
」
、
医
師
・
看

護
師
・
梨
剤
師
の

研
修
、
見
学
の

愛
け
入
れ
、
地
域

病
院
の
研
修
医
教

育
、
摘
院
・
役
所
・

保
健
所
で
の
在
宅

医
療
啓
蒙
講
淡
、
｜
股
市
民
へ
の

啓
蒙
の
た
め
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑

誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
取
材
、
在
宅
緩

和
ケ
ア
を
解
脱
し
た
本
の
出
版
、

市
民
向
け
の
著
名
人
を
招
い
て
の

緋
淡
、
澱
の
月
１
回
の
市
民
向
け

榊
揃
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
新
た

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
多
摩
地

域
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
、
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
、
在
宅
緩
和
ケ
ア
、
訪
問

斯
誠
、
調
剤
薬
局
な
ど
の
医
療
者

の
述
携
「
多
醗
級
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
で
あ
あ
。
ま
た
、
自
然

発
生
的
に
私
の
活
動
を
応
援
し
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
幽
体
も
誕

生
し
、
在
宅
で
の
凪
者
、
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

市
民
向
け
講
演
会
の
企
画
・
運

憐
、
遺
族
会
の
企
画
、
述
徽
を
積

極
的
に
行
っ
て
く
れ
て
い
あ
。
（
感

謝
Ⅱ
）
こ
の
岡
は
「
超
闘
齢
化
多

死
時
代
」
に
突
入
し
て
い
る
、
今

後
側
年
で
６
０
０
０
万
人
以
上
が

旅
立
つ
、
幸
せ
な
鎧
期
（
私
の
新

川
で
も
あ
る
）
を
自
宅
で
迎
え
ら

れ
る
人
が
増
え
れ
ば
と
願
っ
て
い

る
。

医
灘
抵
人
庄
和
会
肱
川
在
宅
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ

〒
’
９
０
１
０
０
０
２

班
凧
都
仏
Ⅲ
Ⅲ
芋
町
５
‐
、
‐
旧

Ｔ
Ｂ
Ｌ
・
０
４
２
０
５
３
４
１
６
９
６
４

砿
Ａ
Ｘ
函
０
４
２
－
５
３
４
－
６
９
６
５

回
目
昌
圏
夛
諏
呑
冨
：
一
亘
○
８
三

巨
罵
一
三
一
）
ミ
モ
モ
舅
§
・
一
目
。
Ｂ
己

／￣、

摂食１１１１復父扱食
摂食回復支援食とは…辿常の鐸を取ること罐しい方の

食べる鐸眉と栄養!Ⅱ駁を支援するための食事です

､垂ﾘ几
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で
す
。
医
師
は
常
勤
３
人
（
内
１

人
は
老
健
施
設
長
）
、
非
常
勤
３
人

で
す
。
禰
動
の
場
は
、
風
光
明
鮒

な
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
岡
山
県
南

附
部
の
漁
師
町
寄
島
町
で
す
。

寄
島
川
は
平
成
の
大
合
併
で
近
隣

の
２
町
と
合
併
し
浅
、
市
（
人
Ⅱ

３
万
６
千
３
８
４
人
平
成
蛎
年
２

月
末
現
在
）
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
平
成
４
年
に
父
の
医
院
を

継
承
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
時
代
の
要
請
に
応
え
る
形

で
、
介
謹
老
人
保
健
施
股
（
入
所

別
人
適
所
別
人
）
、
訪
問
看
護
・

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
（
１
ユ
ニ
ッ
ト
９
人
）
・
知

期
入
所
生
活
介
護
（
卯
人
）
や
障

害
者
の
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
な

ど
を
腱
術
し
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
て

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス
２
０
１
ｓ
・
４

当
院
は
強

化
型
在
宅
療

愛
支
援
診
療

所
（
無
床
）

医
療
法
人
福
嶋
医
院
理
事
長
福
嶋
啓
祐

シ
ョ
ン
の
街
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
別
法
人
で
、
介

護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
ア
パ
ー

ト
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
準
院

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
当
院
の
外

来
患
者
は
㈹
～
卯
人
／
Ｒ
で
、
訪

問
診
療
は
印
～
㈹
人
／
月
に
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
徐
々
に
老
人
ホ
ー

ム
等
へ
の
訪
問
診
療
の
比
率
が
増

え
て
い
ま
す
。
在
宅
で
般
期
を
迎

え
る
人
は
、
～
加
入
／
年
で
す
。

般
近
は
老
健
で
終
末
期
を
過
ご
さ

れ
る
人
が
増
え
て
お
り
、
老
健
で

の
死
亡
者
は
肥
～
加
入
／
年
に
及

ん
で
い
ま
す
。

寄
島
町
は
過
疎
化
が
進
み
、
現

在
の
人
川
は
約
６
２
０
０
人
（
昭

和
妬
年
の
人
川
は
約
１
万
人
）
で
、

高
齢
化
率
は
躯
％
を
超
え
て
い
ま

す
。
闘
戒
以
上
の
独
居
樹
齢
者
数

も
２
８
４
人
と
年
々
増
加
し
、
市

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
も
１
３
０

雌
辮
を
数
え
ま
す
。
昨
年
の
出
雄

ミーン

数
は
約
釦
人
で
す
。
少
子
化
、
単

身
樹
齢
着
仙
滞
の
増
加
か
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
し
つ
つ
あ

る
中
で
、
私
た
ち
は
「
皆
に
優
し

く
、
共
に
楽
し
く
」
を
悲
本
理
念

に
掲
げ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
暮
ら
す
人
全
員
が
瓦
い
に
優

し
く
、
楽
し
く
、
助
け
合
っ
て
生

き
て
い
け
る
町
づ
く
り
に
向
け
て
、

行
政
や
学
校
・
福
祉
施
設
等
と
協

働
し
て
榊
励
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
の
現
場
で
は
、
救

急
・
小
児
医
療
の
崩
壊
や
独
居
高

齢
者
の
増
加
に
よ
る
地
域
ケ
ア
な

ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
平
成
型
年
４
月
に
は
、
地
域

包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し

た
診
療
報
酬
・
介
瀧
報
酬
同
時
改

定
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
急
性
期

医
療
か
ら
在
宅
介
護
に
至
る
ま
で
、

多
機
関
・
多
臘
極
に
よ
る
切
れ
目

の
な
い
医
臓
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
体

制
を
目
指
す
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
各
専
門
職
が

平
等
な
立
粉
で
協
力
・
辿
携
し
て

い
け
る
体
制
整
備
が
必
要
で
す
。

現
在
、
私
が
会
長
を
務
め
て
い

る
浅
口
医
師
会
で
は
、
浅
口
介
謹

支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
と
協
力

し
て
、
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

学
会
と
岡
山
県
医
師
会
と
が
推
奨

す
る
医
療
介
溌
連
携
の
為
の
一
連

柵
シ
ー
ト
む
す
び
の
利
」
を
活
用

し
た
モ
デ
ル
事
業
を
、
岡
山
県
下

初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
魂

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
「
本

人
・
家
族
の
思
い
や
願
い
を
達
成

す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ

に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
連
挑

シ
ー
ト
む
す
び
の
和
』
の
禰
用
が
、

行
専
門
職
の
役
割
の
明
確
化
と
運

搬
を
深
め
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
（
年
５
回
）
に

医
擬
・
介
謹
・
福
祉
・
保
健
の
専

門
職
に
よ
る
合
同
勉
輸
会
を
開
催

す
る
活
動
等
を
通
じ
て
巡
挑
の
強

化
に
努
め
て
い
ま
す
。

私
は
、
そ
の
よ
う
な
医
師
会
活

動
を
通
し
て
、
地
域
の
在
宅
医
療

を
主
に
担
当
す
る
我
々
診
療
所
が

中
核
と
な
っ
て
、
地
域
包
括
ケ
ァ

シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
日
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
地
域
應
療
を
共
に
担
う

医
療
専
門
職
、
特
に
論
艘
職
員
の

確
保
が
一
厨
困
難
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
そ
の
対
紫
が
望
ま
れ
ま
す
。

腕
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第１９回傘圃の集いｉｎ新潟２０１３上越プレ大会
」

Ｌ

~地域で「食べる」をみんなで支える～テーマ

■開催日時【パネルディスカッションｌ
平成２５年Ｓ月２日（日）※多職種の、食べる`支援の実践報告
１２時４５分～１ｓ時４５分（開場：１２時）①藥剤師の活動

知命堂病院薬剤科長武藤浩司さん

国会場②新潟県在宅栄養ケア活励
リージヨンプラザ上越コンサートホール 新潟県栄養士会十日町支部蕪木原子さん
新潟県上越市下門前４４６－２ ③宅配食サービス高齢者総合ケアセンターこぶし園

吉井靖子さん

回内容①訪問口腔ケアセンター
[基羽調演】一般社団法人上越歯科医師会水野吉広さん
座長:新潟労災病院森田浩さん

上越総合病院内科合志聡さん ［特別発言】
○狐食・嚥下リハビリの基礎とリスク管理について第１９口全圃の架し'ｉｎ新潟２０１３
周方同際医療研究センターリハビリテーション科大会長黒岩卓夫さん
藤谷順子さん

○在宅医療を社会復帰の場とするためにお問い合わせ：上村医院
一金沢在宅ＮＳＴ経口摂取相飲会の挑戦一新保ＴＥＬ：025-792-0ｓ９５
小１１１医院（石)||県金沢市）小川滋彦さんＨＰ：http://homecareniigata201ageQip／

主催：新潟県在宅ケアを考える会（会長：黒岩卓夫ヨ露局長：上村伯人）
ＮＰＯ法人在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク（会長：苛原案）

／￣、

会場案内図

〒942-0063新潟県上越市下門前446-2ＴＥＬ：025-544-2122

／~、

北陸自動車道･上越インターチェンジから３分

ｒ
ｒ
ｂ

■

2013年５月30日発行(第022号） “｡･･･編集後記｡○ｍｍ

風の輯 頒価：１部50円会員は無料

人（ＮＰＯ）
新緑の発しい雫節となりました今年の春は猯

れ模様の11が多いですが、少しずつ正気は安定

してきているのではないでしょうか，

さて、９)]のWi脚入会に1hjけて、嫌集要項が発

送され、爽独交流会iij[画喋HLの受付けも妨壼りま

した。皆M1のご参加をお付ちしております。

（H[京４F勝１t｡）

◆発行特定非営利活動法人（ＮＰＯ）

在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク

TEL:Ｏ52-848-8800ＦＡＸ:O52-848B801

httpWwwwhome薑仁aranejp/net／E-maillzenkokunet@home･careneJp
〒458.0007重知県名古屋市緑区篭山3-119ｶｰｻﾌｸｼﾏ032号

◆編集｢風の萌｣編集委員

風


